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　昭
和
34
年
に
伯
南
町
・
石
見
村
・
多

里
村
・
福
栄
村
・
高
宮
村
の
5
町
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
、
今
年
で
60
年
と
な

る
日
南
町
の
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式

典
が
、
10
月
6
日
、
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
さ
つ
き
ホ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　式
典
に
先
立
ち
、
町
政
や
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
た
方
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
73
の
個
人
と
23
の
団
体
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　式
典
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
、
中
村
英

明
町
長
、
山
本
芳
昭
町
議
会
議
長
を
は

じ
め
町
の
関
係
者
や
、
平
井
伸
治
鳥
取

県
知
事
、
昨
年
友
好
に
関
す
る
覚
書
を

交
わ
し
た
モ
ン
ゴ
ル
国
ゾ
ー
ン
モ
ド
市

の
ゴ
ン
チ
グ
ス
レ
ン
・
ム
ン
ク
バ
ド
ラ

ル
市
長
な
ど
多
数
の
来
賓
な
ど
約
３
０
０

人
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
日
南
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
来
ら
れ

た
先
人
達
へ
敬
意
を
表
し
、
町
制
60
周

年
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
日
南
町

の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

【
表
彰
の
部
】(

敬
称
略､

順
序
不
同)

　

｢

行
政
」

○
町
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献

　矢
田

　治
美

　
　増
原

　聡(

故
人)

○
副
町
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献

　狩
野

　宏

○
教
育
長
と
し
て
町
教
育
の
発
展
に
貢
献

　山
本

　静
夫

　
　内
田

　格

○
多
年
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
発
展

に
貢
献

　三
上

　惇
二

　
　長
岡
つ
る
子

　福
田

　稔

　
　
　小
竹

　等

　惠
比
奈
礼
子

　
　平
井

　正
之

　村
上

　正
広

　
　久
代

　安
敏

　坪
倉

　勝
幸

○
教
育
委
員
及
び
通
学
見
守
り
活
動
を

通
じ
て
町
教
育
の
発
展
に
貢
献

　福
田

　英
壽

○
多
年
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
町
農

業
の
発
展
に
貢
献

　絹
谷

　澄
雄

　
　田
淵

　泰
雄

　山
本

　安
正

町
制
施
行
60
周
年 

記
念
式
典

○
多
年
体
育
指
導
員
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
し
て
町
民
体
育
の
振
興
に
貢
献

　長
崎

　雅
子

　
　面
田

　公
代

　【
感
謝
状
の
部
】

○
地
域
芸
能
の
田
植
え
歌
・
踊
り
を
町

内
外
に
披
露
し
伝
統
芸
能
の
発
信
に
貢
献

　増
田

　清
子

○
郷
土
の
文
化
活
動
と
し
て
俳
句
の
編

集
・
刊
行
に
尽
力
し
地
域
文
化
の
振
興

に
貢
献

　藤
原

　寿
郎

○
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
尽
力
し
児
童
・
生
徒

の
育
成
活
動
に
貢
献

　中
村

　秀
代

○
日
野
川
周
辺
の
清
掃
及
び
公
園
美
化

活
動
に
取
り
組
み
環
境
美
化
に
貢
献

　三
森

　不
二
夫

○
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
オ
ッ
サ
ン

シ
ョ
ウ
オ
を
考
案
し
町
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
貢
献

　池
岡
杏
都
紗

○
多
年
林
業
経
営
者
と
し
て
林
業
の
活

性
化
に
貢
献

　森
下

　巧

○
多
年
森
林
組
合
役
員
と
し
て
林
業
振

興
に
貢
献

　小
竹

　眞
文(

故
人)

　荒
金

　盛
信(

故
人)

○
多
年
農
業
協
同
組
合
役
員
と
し
て
農

業
振
興
に
貢
献

　高
橋

　節
夫

　
　梅
林

　操

　田
淵

　泰
雄

○
農
業
研
修
生
の
指
導
・
育
成
に
尽
力

し
農
業
振
興
に
貢
献

　田
淵

　泰
雄

○
農
業
研
修
生
の
指
導
・
育
成
に
尽
力

し
又
農
産
物
加
工
に
取
り
組
み
地
域
の

農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
に
貢
献

　池
田

　尚
弘(

故
人)

○
農
業
経
営
を
継
続
・
発
展
し
地
域
雇

用
の
創
出
に
貢
献

　岩
田

　正

○
む
ら
づ
く
り
協
議
会
会
長
・
事
務
局
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

　荒
金

　実

○
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
長
と
し
て
地

域
自
治
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献

　池
内

　豊(

故
人)

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
・
運

営
に
尽
力
し
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に 

貢
献　荒

木

　定
美

○
地
域
団
体
役
員
と
し
て
精
力
的
に
活

動
し
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

　杠

　正
弘(

故
人
）

○
日
通
の
森
に
お
け
る
森
林
育
成
活
動

を
通
じ
て
環
境
保
全
の
推
進
に
貢
献

　日
本
通
運
株
式
会
社

特集1　町制施行60周年

○
選
挙
管
理
委
員
及
び
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
委
員
と
し
て
選
挙
の
執
行
に
貢
献

　秦

　万

○
多
年
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
選
挙
の

執
行
に
貢
献

　鎌
倉

　真
栄

　
　山
本

　智
恵

○
多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献

　田
邊

　鎭

　
　
　荒
木

　定
美

　河
上

　仁
美

　
　粟
田

　
機

　福
岡

　正
純

　池
田

　尚
弘(

故
人)

○
公
民
館
支
館
長
・
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
事
務
長
と
し
て
地
域
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献

　長
澤

　均

　
　
　長
谷
川
由
美
子

○
ふ
れ
あ
い
会
館
館
長
と
し
て
人
権
同

和
対
策
の
推
進
に
貢
献

　原

　滿
義(

故
人)

　原

　學(

故
人)

○
人
権
教
育
推
進
員
と
し
て
人
権
同
和

対
策
の
推
進
に
貢
献

　田
邊

　隆
則

　
　伊
田

　哲
朗

英

　

｢

防
災
・
安
全
」

○
多
年
消
防
団
長
・
副
団
長
と
し
て
住

民
の
安
全
安
心
に
貢
献

　木
山

　宗
司

　
　絹
谷

　澄
雄

　中
嶋

　研
一

○
多
年
消
防
団
幹
部
と
し
て
住
民
の
安

全
安
心
に
貢
献

　西
村

　恵
輝

　
　長
谷
部
伸
二

　濵
田

　秀
正

　
　吉
川

　稲
生

　栁
生

　肇

　
　
　角
田

　清

○
多
年
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交
通

安
全
に
貢
献

　長
谷
部
伸
二

　
　古
垣
内
隆
司

　石
倉

　敏
広

　
　潜
木

　晃

　足
羽

　秀
範

　
　渡

　博

　山
岡

　由
夫

　

｢

医
療
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
」

○
町
の
地
域
包
括
医
療
の
確
立
と
保
健

福
祉
医
療
の
一
体
化
に
尽
力

　平
岡

　裕

○
多
年
国
保
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

国
保
事
業
の
運
営
に
又
学
校
医
と
し
て 

児
童
・
生
徒
の
保
健
衛
生
に
貢
献

　高
見

　徹

○
多
年
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献

　山
田

　玲
子

　
　丸
山

　喜
弘
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館
支
館
長
・
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
事
務
長
と
し
て
地
域
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献

　長
澤

　均

　
　
　長
谷
川
由
美
子

○
ふ
れ
あ
い
会
館
館
長
と
し
て
人
権
同

和
対
策
の
推
進
に
貢
献

　原

　滿
義(

故
人)

　原

　學(

故
人)

○
人
権
教
育
推
進
員
と
し
て
人
権
同
和

対
策
の
推
進
に
貢
献

　田
邊

　隆
則

　
　伊
田

　哲
朗

英

　

｢

防
災
・
安
全
」

○
多
年
消
防
団
長
・
副
団
長
と
し
て
住

民
の
安
全
安
心
に
貢
献

　木
山

　宗
司

　
　絹
谷

　澄
雄

　中
嶋

　研
一

○
多
年
消
防
団
幹
部
と
し
て
住
民
の
安

全
安
心
に
貢
献

　西
村

　恵
輝

　
　長
谷
部
伸
二

　濵
田

　秀
正

　
　吉
川

　稲
生

　栁
生

　肇

　
　
　角
田

　清

○
多
年
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交
通

安
全
に
貢
献

　長
谷
部
伸
二

　
　古
垣
内
隆
司

　石
倉

　敏
広

　
　潜
木

　晃

　足
羽

　秀
範

　
　渡

　博

　山
岡

　由
夫

　

｢

医
療
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
」

○
町
の
地
域
包
括
医
療
の
確
立
と
保
健

福
祉
医
療
の
一
体
化
に
尽
力

　平
岡

　裕

○
多
年
国
保
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

国
保
事
業
の
運
営
に
又
学
校
医
と
し
て 

児
童
・
生
徒
の
保
健
衛
生
に
貢
献

　高
見

　徹

○
多
年
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
推
進
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貢
献
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山
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弘
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○
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
の
環

境
貢
献
の
仕
組
み
づ
く
り
に
尽
力
し
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献

　カ
ル
ネ
コ
株
式
会
社

○
奉
仕
活
動
に
よ
る
地
域
施
設
等
の
環
境

美
化
活
動
に
取
り
組
ん
だ
功
績

　霞
常
盤
会

○
上
石
見
駅
な
ど
公
共
施
設
等
の
環
境
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
だ
功
績

　上
石
見
長
寿
ク
ラ
ブ

○
県
道
沿
い
の
環
境
美
化
活
動
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

だ
功
績

　お
お
く
ら
花
水
木
20
㎞
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　管
理
運
営
委
員
会

○
特
産
品
の
開
発
・
販
売
を
通
じ
て
地

域
の
活
性
化
に
貢
献 

　阿
毘
縁
特
産
品
グ
ル
ー
プ

○
地
域
の
通
学
合
宿
な
ど
に
取
り
組
み

青
少
年
育
成
に
貢
献

　カ
タ
ク
リ
の
花
の
会

○
船
通
山
の
登
山
道
の
管
理
又
宣
揚
祭

の
運
営
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
だ
功
績

　上
萩
山
自
治
会

○
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
保
護
活
動
と
観
賞
地

と
し
て
の
受
け
入
れ
活
動
に
取
り
組
ん

だ
功
績

　ヒ
メ
ボ
タ
ル
保
護
の
会

○
地
域
高
齢
者
へ
の
給
食
配
達
に
取
り

組
み
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に 

貢
献　大

宮
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　福
栄
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
地
域
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
と

見
守
り
活
動
に
取
り
組
み
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
貢
献

　ホ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

○
地
元
に
伝
わ
る
祭
事
の
伝
承
に
尽
力

し
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

　霞
の
ド
ン
ド
さ
ん
霞
神
社
氏
子

○
木
材
生
産
事
業
の
拡
大
・
発
展
に
尽

力
し
林
業
の
活
性
化
に
貢
献

　日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合

○
天
体
界
道
１
０
０
㎞
に
ち
な
ん
お
ろ

ち
マ
ラ
ソ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
大
会

運
営
を
支
援
し
た
功
績

　岡
三
リ
ビ
ッ
ク
株
式
会
社

○
町
史
編
さ
ん
事
業
の
資
料
収
集
・
編

集
に
尽
力
し
町
史
の
作
成
に
貢
献

　町
史
編
さ
ん
委
員
会

○
農
林
産
物
・
加
工
品
販
売
に
尽
力
し

町
の
活
性
化
に
貢
献

　食
の
バ
ザ
ー
ル
実
行
委
員
会

○
地
区
内
に
自
生
す
る
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の

保
護
活
動
に
取
り
組
み
環
境
保
全
に
貢
献

　サ
ク
ラ
ソ
ウ
を
守
る
会

○
水
に
親
し
む
活
動
を
通
じ
て
日
野
川

源
流
の
環
境
保
全
に
貢
献

　日
南
の
水
を
守
る
会

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
軟
式
野
球
等
の
活

動
を
通
じ
て
ア
ス
リ
ー
ト
の
輩
出
に
尽

力
し
青
少
年
の
育
成
に
貢
献

　日
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

○
陸
上
競
技
の
指
導
・
普
及
に
尽
力
し

青
少
年
の
育
成
に
貢
献

　に
ち
な
ん
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

○
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
み
地
域
の
安
全
安
心
に
貢
献

　日
南
町
赤
十
字
奉
仕
団

○
食
育
推
進
活
動
に
よ
る
食
生
活
改
善
に

取
り
組
み
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献

　日
南
町
食
育
推
進
協
議
会

　午
後
か
ら
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
郷
土
芸
能
と
記
念
公
演
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　郷
土
芸
能
で
は
、
福
栄
伝
統
芸
能
保

存
会
が
、
「
か
し
ら
打
ち
」
を
披
露

し
、
紅
白
の
散
餅
も
行
い
、
町
制
60
周

年
を
祝
う
と
と
も
に
、
参
加
者
の
無
病

息
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　記
念
公
演
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
さ
つ

き
ホ
ー
ル
名
誉
館
長
で
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
奏
者
の
北
村
英
治
さ
ん
、
ア

ロ
ー
ジ
ャ
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
鳥
取
大
学

ｊ
ａ
ｚ
ｚ
＆
ｆ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
研
究
会
が

セ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を
披

露
し
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

の
前
日
で
あ
る
10
月
5
日
に
町

制
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
さ
つ

き
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
約
３
５
０
人
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
さ

つ
き
ホ
ー
ル
名
誉
館
長
で
ジ
ャ

ズ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
北
村

英
治
さ
ん
と
ジ
ャ
ズ
ビ
ッ
ク
バ

ン
ド
の
ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
、「
木
綿
の
ハ
ン
カ

チ
ー
フ
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
で

知
ら
れ
る
太
田
裕
美
さ
ん
を
迎

え
行
わ
れ
ま
し
た
。

　観
客
の
皆
さ
ん
は
、
ア
ロ
ー

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫
力

あ
る
生
演
奏
と
、
北
村
さ
ん
の

90
歳
と
い
う
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
力
強
く
、
熟
練
し
た
演
奏

と
太
田
さ
ん
の
伸
び
や
か
で
美

し
い
歌
声
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

が
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
町

内
で
は
、
今
年
度
末
ま
で
町
制

60
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
続
く
予
定
で
す
。

　記
念
式
典
、
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
同
様
、
町
民
の
皆
様
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

郷土芸能（福栄伝統芸能保存会）

↑伸びやかな歌声で観客を魅了する太田裕美さん

↑迫力ある演奏で、コンサートを盛り上げたアロージャズオーケストラ

↑太田裕美さんと北村英治さんの協演

↑北村英治さんの歳を感じさせない
　パワフルな演奏

町制60周年記念コンサート
　　　　　　　　～太田裕美を迎えて～
町制60周年記念コンサート
　　　　　　　　～太田裕美を迎えて～

記念公演コンサート（北村英治さん、AOJスペシャル、
鳥取大学jazz&fusion研究会）
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力

あ
る
生
演
奏
と
、
北
村
さ
ん
の

90
歳
と
い
う
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
力
強
く
、
熟
練
し
た
演
奏

と
太
田
さ
ん
の
伸
び
や
か
で
美

し
い
歌
声
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

が
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
町

内
で
は
、
今
年
度
末
ま
で
町
制

60
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
続
く
予
定
で
す
。

　記
念
式
典
、
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
同
様
、
町
民
の
皆
様
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

郷土芸能（福栄伝統芸能保存会）

↑伸びやかな歌声で観客を魅了する太田裕美さん

↑迫力ある演奏で、コンサートを盛り上げたアロージャズオーケストラ

↑太田裕美さんと北村英治さんの協演

↑北村英治さんの歳を感じさせない
　パワフルな演奏

町制60周年記念コンサート
　　　　　　　　～太田裕美を迎えて～
町制60周年記念コンサート
　　　　　　　　～太田裕美を迎えて～

記念公演コンサート（北村英治さん、AOJスペシャル、
鳥取大学jazz&fusion研究会）



歳入総額 72億7,636万円　 歳出総額 68億4,511万円

民生費234,407円民生費234,407円

※平成30年度決算普通会計を１ヶ月 あたりの家計簿に置き換えたものです。

災害復旧費8,260円土木費118,010円 商工費8,501円消防費65,474円消防費65,474円

皆さんに身近に感じて

もらうため、

今年も普通会計決算を

一般家庭の家計簿に

置き換えてみました。

（１ヶ月あたり）

土木費109,426円土木費109,426円

（0円）

労働費0円労働費0円

災害復旧費79,878円災害復旧費79,878円
（10,157円） （31,532円）（109,134円）

商工費13,528円商工費13,528円
（7,964円）

3.2％

3.4％23.8％

●町道整備・除雪対策●町道整備・除雪対策
●町営住宅の管理など

●自然災害等による道路・河
　川等の被害の復旧など
●自然災害等による道路・河
　川等の被害の復旧など

●観光協会、  商工会の活動助成●観光協会、  商工会の活動助成
●企業支援
●消費者保護施策など

●緊急雇用創出に要した経費●緊急雇用創出に要した経費

●西部広域消防運営経費●西部広域消防運営経費
●消防団の運営
●自主防災組織育成など

0％

※１円は実際の１千円になります。
※年額は 12 ヶ月をかけてください。

※（　　　　）内は平成２９年度の数値です

　約99,317円　　＝

　 　（98,274円）

454,573,000円

4,577人

町民１人あたりの町税額
( 国保税等特別会計分を除く）

6,845,109,000円

4,577人
　約1,418,642円　　　＝

（1,418,641円）

町民１人あたりの支出額

Ⓐ -Ⓑ= 35,900 円翌月への繰越

議会費15,482円議会費15,482円

●定例会、臨時会等の開催
●各種研修
●議員報酬 など

（20,316円） （242,774円）

総務費176,677円総務費176,677円
（159,537円）（159,537円）

町民１人あたりでみる

          支出の状況

町民１人あたりでみる

          支出の状況

町民１人あたりでみる

          支出の状況

町のお金の使いみち　町民1人あたりの支出額は？町のお金の使いみち　町民1人あたりの支出額は？
（人口は平成３１年３月３１日現在の数字）

●子育て支援施策
●障がい者支援サービス
●子育て支援施策
●障がい者支援サービス
●保育園の運営・医療費の助成
●児童手当等の支給など

●税、戸籍業務・交通安全対策
●地域防犯対策・広報紙発行
●税、戸籍業務・交通安全対策
●地域防犯対策・広報紙発行
●町有財産整備管理など

107.6％686.4％

10.7％

69.9％0.3％

農林水産業費253,299円農林水産業費295,702円農林水産業費295,702円
（257,375円）（257,375円）

　　　　●認定農家の育成
　　　　●農業生産者の支援
　　　　●認定農家の育成
　　　　●農業生産者の支援
●農地の管理
●鳥獣被害対策
●森林環境保全事業 など

14.9％

①給　与

②パート収入

③祖父母からの仕送り､援助

④貯金とりくずし

⑤借　金

⑥繰越金

合　計 178,800円Ⓐ 7,276,800円

：町の施設使用料や住民票の
　写し交付手数料など

使用料､手数料､負担金
諸収入､ 財産収入､寄付

454,800円
463,200円
4,345,200円
108,000円
1,471,200円
434,400円

△7,200円
△799,200円
△14,400円
△88,800円
22,800円
△92,400円

収入項目の説明

支出項目の説明

（　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 ）
：国の税金や県からもらった
　お金など

地方交付税､国･県支出金
各種交付金､(その他)（　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　  ）

①給　与（町税：町民税や固定資産税など）　

⑤借　金（町　債：銀行等から借りたお金）
⑥繰越金（繰越金：前年度の余剰金）

支出

①食費
62,000円
10.9％

②医療費
26,300円
4.6％

⑥ローン返済
48,600円
8.5％

⑥ローン返済
48,600円
8.5％

義務的経費
136,900円
　　24.0％

義務的経費
136,900円
　　24.0％

投資的経費
180,800円
　31.7％

投資的経費
180,800円
　31.7％

　　 その他
　　 の経費
252,800円
　　  44.3％

　　 その他
　　 の経費
252,800円
　　  44.3％

⑦子への
　仕送り
  45,000円
7.9％

⑦子への
　仕送り
  45,000円
7.9％

⑩親戚への貸付
 17,500円　3.1％
⑩親戚への貸付
 17,500円　3.1％

⑪貯金
 1,800円　0.3％
⑪貯金
 1,800円　0.3％

④家の修繕､
　庭の手入れ
　23,000円　4.0％

④家の修繕､
　庭の手入れ
　23,000円　4.0％

⑤自治会費､
　支援
　90,800円
　15.9％

⑤自治会費､
　支援
　90,800円
　15.9％

③光熱水費､
　日用品の購入
　74,700円
　　13.1％

③光熱水費､
　日用品の購入
　74,700円
　　13.1％

⑧家や庭の
　建築､改修
150,300円
26.3％

⑧家や庭の
　建築､改修
150,300円
26.3％

⑨災害の応急処置
　30,500円　5.4％
⑨災害の応急処置
　30,500円　5.4％

④貯金とりくずし
9,000円
1.5％

④貯金とりくずし
9,000円
1.5％

Ⓑ
570,500円

収入

①給与
37,900円
6.3％

②パート収入
    38,600円  6.4％

⑥繰越金
36,200円
5.9％

⑥繰越金
36,200円
5.9％

自主財源
112,700円
　　18.6％

自主財源
112,700円
　　18.6％

依存財源
493,700円
81.4％

依存財源
493,700円
81.4％

⑤借金
 122,600円
20.2％

⑤借金
 122,600円
20.2％

③祖父母からの仕送り､援助
362,100円
59.7％

③祖父母からの仕送り､援助
362,100円
59.7％

Ⓐ
606,400円

①食　費

②医療費

③光熱水費､日用品の購入

④家の修繕､庭の手入れ

⑤自治会費､支援

⑥ローン返済

⑦子への仕送り

⑧家や庭の建築､改修

⑨災害の応急処置

⑩親戚への貸付

⑪貯　　金

合　計 181,200円Ⓑ 6,846,000円

744,000円
315,600円
896,400円
276,000円
1,089,600円
583,200円
540,000円
1,803,600円
366,000円
210,000円
21,600円

△32,400円
△25,200円
28,800円
△54,000円
81,600円
△34,800円
△159,600円
783,600円
318,000円
△1,200円

△788,400円

※この家計簿は、日南町の財政状況を性質別に表した
　イメージで、実際の家庭状況とは異なる点があります。

年　額 前年度比較年　額項　目 項　目前年度比較

②パート
　収入
③祖父母からの
　仕送り､援助
④貯金とり
　くずし

（繰入金：町の貯金から引き出したお金）

日南町の
平成30年度決算を
お知らせします

オッサンショウオの
家計簿

①食　費（人件費：職員給与や議員報酬）
②医療費（扶助費：生活保護など福祉に使うお金）
③光熱水費､日用品の購入（物件費：光熱水費や各種委託料）　
④家の修繕､庭の手入れ（維持補修費：道路維持、除雪費）
⑤自治会費､支援（補助費等：諸会費や補助金）
⑥ローン返済（公債費：借金の返済）
⑦子への仕送り（他会計への繰出金：下水道工事や介護保険など特別会計への繰出）
⑧家や庭の建築､改修（普通建設事業費：公共施設の新築・改修）
⑨災害の応急処置（災害復旧事業費：天災で壊れた箇所の修復）
⑩親戚への貸付（貸付金：地域振興や人材育成のために貸すお金）
⑪貯　金（積立金：基金積立金）

日南町の財政を、
一般家庭に例えてみると

衛生費166,012円衛生費166,012円
（362,773円）

●西部広域行政管理組合委託費
　（ゴミ処理）
●西部広域行政管理組合委託費
　（ゴミ処理）
●各種検診の実施
●環境対策事業など

54.2％

公債費152,484円 教育費174,347円公債費127,297円公債費127,297円

（131,449円）

教育費211,662円教育費211,662円

　　　　　●小中学校の運営
　　　　　●生涯教育の推進
　　　　　●小中学校の運営
　　　　　●生涯教育の推進
●図書館・美術館の運営
●各種スポーツ大会の開催など

（85,630円）

●町が借りたお金の返済に充●町が借りたお金の返済に充
　てられます。将来に渡って
　返済していきます。

147.2％

普通会計の歳入歳出決算の状況
　平成30年度の普通会計決算は、歳入総額が72億7,636万円で、前年度

と比較して１億7,871万円（2.5％）の増額、歳出総額は68億4,511万円

で、前年度と比較して１億8,175万円（2.7％）の増額となりました。

　歳入における地方税の総額は４億5,457万円で、法人町民税、固定資

産税、たばこ税の減収などがあり、前年度と比較して702万円（△

1.5％）の減額。また、歳入総額の４割強を占める地方交付税の総額は

29億9,450万円となり、前年度と比較して3,277万円（△1.1％）の減額

となり、３年続けての減額となりました。

　一方歳出では、昨年から引き続き行っているデジタル防災行政無線へ

の転換整備、日南町体育館改築に加え、福栄地域振興センターの新築、

日南町林業アカデミーの建設等を行いました。また、ソフト事業におい

ては、婚活セミナーやイベントの開催などの新たな結婚対策事業を実施しました。平成30年度は７月豪雨及び台風24号災

害が発生した年であり、いずれの災害も激甚災害指定とされ人災こそなかったものの、町民資産をはじめ公共土木施設及び

農林業施設等に甚大な被害をもたらし、決算額は前年度に比べて３億3,247万円（1,293.4％）と最も大幅な増額となりまし

た。

　人口減少社会の中で地方交付税などの減少は避けられませんが、今後も限られたお金を大切に計画的にやりくりしながら

日南町が持続的に発展していくために必要な施策を実施しなければなりません。「ここに住んで良かった」「このまちで暮

らしたい」と思っていただけるように今後も選択と集中による行政サービスを行います。
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歳入総額 72億7,636万円　 歳出総額 68億4,511万円

民生費234,407円民生費234,407円

※平成30年度決算普通会計を１ヶ月 あたりの家計簿に置き換えたものです。

災害復旧費8,260円土木費118,010円 商工費8,501円消防費65,474円消防費65,474円

皆さんに身近に感じて

もらうため、

今年も普通会計決算を

一般家庭の家計簿に

置き換えてみました。

（１ヶ月あたり）

土木費109,426円土木費109,426円

（0円）

労働費0円労働費0円

災害復旧費79,878円災害復旧費79,878円
（10,157円） （31,532円）（109,134円）

商工費13,528円商工費13,528円
（7,964円）

3.2％

3.4％23.8％

●町道整備・除雪対策●町道整備・除雪対策
●町営住宅の管理など

●自然災害等による道路・河
　川等の被害の復旧など
●自然災害等による道路・河
　川等の被害の復旧など

●観光協会、  商工会の活動助成●観光協会、  商工会の活動助成
●企業支援
●消費者保護施策など

●緊急雇用創出に要した経費●緊急雇用創出に要した経費

●西部広域消防運営経費●西部広域消防運営経費
●消防団の運営
●自主防災組織育成など

0％

※１円は実際の１千円になります。
※年額は 12ヶ月をかけてください。

※（　　　　）内は平成２９年度の数値です

　約99,317円　　＝

　 　（98,274円）

454,573,000円

4,577人

町民１人あたりの町税額
(国保税等特別会計分を除く）

6,845,109,000円

4,577人
　約1,418,642円　　　＝

（1,418,641円）

町民１人あたりの支出額

Ⓐ -Ⓑ= 35,900 円翌月への繰越

議会費15,482円議会費15,482円

●定例会、臨時会等の開催
●各種研修
●議員報酬 など

（20,316円） （242,774円）

総務費176,677円総務費176,677円
（159,537円）（159,537円）

町民１人あたりでみる

          支出の状況

町民１人あたりでみる

          支出の状況

町民１人あたりでみる

          支出の状況

町のお金の使いみち　町民1人あたりの支出額は？町のお金の使いみち　町民1人あたりの支出額は？
（人口は平成３１年３月３１日現在の数字）

●子育て支援施策
●障がい者支援サービス
●子育て支援施策
●障がい者支援サービス
●保育園の運営・医療費の助成
●児童手当等の支給など

●税、戸籍業務・交通安全対策
●地域防犯対策・広報紙発行
●税、戸籍業務・交通安全対策
●地域防犯対策・広報紙発行
●町有財産整備管理など

107.6％686.4％

10.7％

69.9％0.3％

農林水産業費253,299円農林水産業費295,702円農林水産業費295,702円
（257,375円）（257,375円）

　　　　●認定農家の育成
　　　　●農業生産者の支援
　　　　●認定農家の育成
　　　　●農業生産者の支援
●農地の管理
●鳥獣被害対策
●森林環境保全事業 など

14.9％

①給　与

②パート収入

③祖父母からの仕送り､援助

④貯金とりくずし

⑤借　金

⑥繰越金

合　計 178,800円Ⓐ 7,276,800円

：町の施設使用料や住民票の
　写し交付手数料など

使用料､手数料､負担金
諸収入､ 財産収入､寄付

454,800円
463,200円
4,345,200円
108,000円
1,471,200円
434,400円

△7,200円
△799,200円
△14,400円
△88,800円
22,800円

△92,400円

収入項目の説明

支出項目の説明

（　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 ）
：国の税金や県からもらった
　お金など

地方交付税､国･県支出金
各種交付金､(その他)（　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　  ）

①給　与（町税：町民税や固定資産税など）　

⑤借　金（町　債：銀行等から借りたお金）
⑥繰越金（繰越金：前年度の余剰金）

支出

①食費
62,000円
10.9％

②医療費
26,300円
4.6％

⑥ローン返済
48,600円
8.5％

⑥ローン返済
48,600円
8.5％

義務的経費
136,900円
　　24.0％

義務的経費
136,900円
　　24.0％

投資的経費
180,800円
　31.7％

投資的経費
180,800円
　31.7％

　　 その他
　　 の経費
252,800円
　　  44.3％

　　 その他
　　 の経費
252,800円
　　  44.3％

⑦子への
　仕送り
  45,000円
7.9％

⑦子への
　仕送り
  45,000円
7.9％

⑩親戚への貸付
 17,500円　3.1％
⑩親戚への貸付
 17,500円　3.1％

⑪貯金
 1,800円　0.3％
⑪貯金
 1,800円　0.3％

④家の修繕､
　庭の手入れ
　23,000円　4.0％

④家の修繕､
　庭の手入れ
　23,000円　4.0％

⑤自治会費､
　支援
　90,800円
　15.9％

⑤自治会費､
　支援
　90,800円
　15.9％

③光熱水費､
　日用品の購入
　74,700円
　　13.1％

③光熱水費､
　日用品の購入
　74,700円
　　13.1％

⑧家や庭の
　建築､改修
150,300円
26.3％

⑧家や庭の
　建築､改修
150,300円
26.3％

⑨災害の応急処置
　30,500円　5.4％
⑨災害の応急処置
　30,500円　5.4％

④貯金とりくずし
9,000円
1.5％

④貯金とりくずし
9,000円
1.5％

Ⓑ
570,500円

収入

①給与
37,900円
6.3％

②パート収入
    38,600円  6.4％

⑥繰越金
36,200円
5.9％

⑥繰越金
36,200円
5.9％

自主財源
112,700円
　　18.6％

自主財源
112,700円
　　18.6％

依存財源
493,700円
81.4％

依存財源
493,700円
81.4％

⑤借金
 122,600円
20.2％

⑤借金
 122,600円
20.2％

③祖父母からの仕送り､援助
362,100円
59.7％

③祖父母からの仕送り､援助
362,100円
59.7％

Ⓐ
606,400円

①食　費

②医療費

③光熱水費､日用品の購入

④家の修繕､庭の手入れ

⑤自治会費､支援

⑥ローン返済

⑦子への仕送り

⑧家や庭の建築､改修

⑨災害の応急処置

⑩親戚への貸付

⑪貯　　金

合　計 181,200円Ⓑ 6,846,000円

744,000円
315,600円
896,400円
276,000円
1,089,600円
583,200円
540,000円
1,803,600円
366,000円
210,000円
21,600円

△32,400円
△25,200円
28,800円
△54,000円
81,600円
△34,800円
△159,600円
783,600円
318,000円
△1,200円

△788,400円

※この家計簿は、日南町の財政状況を性質別に表した
　イメージで、実際の家庭状況とは異なる点があります。

年　額 前年度比較年　額項　目 項　目前年度比較

②パート
　収入
③祖父母からの
　仕送り､援助
④貯金とり
　くずし

（繰入金：町の貯金から引き出したお金）

日南町の
平成30年度決算を
お知らせします

オッサンショウオの
家計簿

①食　費（人件費：職員給与や議員報酬）
②医療費（扶助費：生活保護など福祉に使うお金）
③光熱水費､日用品の購入（物件費：光熱水費や各種委託料）　
④家の修繕､庭の手入れ（維持補修費：道路維持、除雪費）
⑤自治会費､支援（補助費等：諸会費や補助金）
⑥ローン返済（公債費：借金の返済）
⑦子への仕送り（他会計への繰出金：下水道工事や介護保険など特別会計への繰出）
⑧家や庭の建築､改修（普通建設事業費：公共施設の新築・改修）
⑨災害の応急処置（災害復旧事業費：天災で壊れた箇所の修復）
⑩親戚への貸付（貸付金：地域振興や人材育成のために貸すお金）
⑪貯　金（積立金：基金積立金）

日南町の財政を、
一般家庭に例えてみると

衛生費166,012円衛生費166,012円
（362,773円）

●西部広域行政管理組合委託費
　（ゴミ処理）
●西部広域行政管理組合委託費
　（ゴミ処理）
●各種検診の実施
●環境対策事業など

54.2％

公債費152,484円 教育費174,347円公債費127,297円公債費127,297円

（131,449円）

教育費211,662円教育費211,662円

　　　　　●小中学校の運営
　　　　　●生涯教育の推進
　　　　　●小中学校の運営
　　　　　●生涯教育の推進
●図書館・美術館の運営
●各種スポーツ大会の開催など

（85,630円）

●町が借りたお金の返済に充●町が借りたお金の返済に充
　てられます。将来に渡って
　返済していきます。

147.2％

普通会計の歳入歳出決算の状況
　平成30年度の普通会計決算は、歳入総額が72億7,636万円で、前年度

と比較して１億7,871万円（2.5％）の増額、歳出総額は68億4,511万円

で、前年度と比較して１億8,175万円（2.7％）の増額となりました。

　歳入における地方税の総額は４億5,457万円で、法人町民税、固定資

産税、たばこ税の減収などがあり、前年度と比較して702万円（△

1.5％）の減額。また、歳入総額の４割強を占める地方交付税の総額は

29億9,450万円となり、前年度と比較して3,277万円（△1.1％）の減額

となり、３年続けての減額となりました。

　一方歳出では、昨年から引き続き行っているデジタル防災行政無線へ

の転換整備、日南町体育館改築に加え、福栄地域振興センターの新築、

日南町林業アカデミーの建設等を行いました。また、ソフト事業におい

ては、婚活セミナーやイベントの開催などの新たな結婚対策事業を実施しました。平成30年度は７月豪雨及び台風24号災

害が発生した年であり、いずれの災害も激甚災害指定とされ人災こそなかったものの、町民資産をはじめ公共土木施設及び

農林業施設等に甚大な被害をもたらし、決算額は前年度に比べて３億3,247万円（1,293.4％）と最も大幅な増額となりまし

た。

　人口減少社会の中で地方交付税などの減少は避けられませんが、今後も限られたお金を大切に計画的にやりくりしながら

日南町が持続的に発展していくために必要な施策を実施しなければなりません。「ここに住んで良かった」「このまちで暮

らしたい」と思っていただけるように今後も選択と集中による行政サービスを行います。
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会      計      名 歳　入 歳　出 差　引

（単位：千円）■ 特別会計の歳入歳出決算額

■ 公有財産の状況

■ 町債現在高

会      計      名
増　減　額

借入額 償還額

計

（単位：千円）

区　　分
土地（地積）㎡ 建物（延面積）㎡

増減高 増減高

本 庁 舎

その他の
行政機関

公
共
用
財
産

学 校

公 営
住 宅

その他

山 林

そ の 他

計

⑴土地及び建物

会      計      名 増減高
30年度末

現在高

一

般

会

計

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

その他特定目的基金

定 額 運 用 基 金

特 別 会 計 基 金

計

⑹基　　金 （単位：千円）

⑵山　　林

（平成31 年3月31日現在）

区　　分

面積（ｈ a） 立木の推定蓄積量（ｍ 3）

増減高 増減高

所有・分収
そ の 他

⑷出資による権利 （単位：千円）

区　　分
29年度末

現在高
増減高

30年度末

現在高
鳥 取 県 農 業 信 用
基 金 協 会 等 18 件 74,299 0 74,299

⑸債　　権 （単位：千円）

区　　分
29年度末

現在高
増減高

30年度末

現在高

人材育成奨学金等３件 43,414 131 43,545

⑶有価証券 （単位：千円）

区　　分
29年度末

現在高
増減高

30年度末

現在高

株 券 59,531 0 59,531

■ 公営企業会計 ( 病院 ) 貸借対照表
資産の部 負債の部

固定資産 固定負債 

有形固定資産 企業債

取得価格 引当金

減価償却累計額 流動負債

無形固定資産
引当金 

投資
未払金

 その他流動負債

流動資産 繰延収益

現金・預金 資本の部

未収金 資本金

貯蔵品 自己資本金

剰余金
資本剰余金

繰延資産
利益剰余金

資産合計 負債・資本合計

（単位：千円）

特別会計・町債・公有財産等の状況

決算状況について、詳しくは総務課財務室（０８５９- ８２- １１１１）へお問い合せください。

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

再生可能エネルギー発電事業

一 般 会 計

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介護サービス事業

病 院 事 業

664,999

320,207

368,601

989,190

97,254

95,732

30,384

30年度末

7,853

0

17,309

25,666

643,613

14,638,677

480,767

15,813,885

957,097

817,131

3,254,499

△2,437,368

652

139,314

1,547,871

1,403,863

139,673

4,335

2,504,968

598,613

574,157

24,456

65,461
42,837

22,124

500

62,143

843,075

843,075

935,676
25,444

910,232

2,504,968

0

0

0

0

0

0

0

0

29 年度末

7,853

0

17,309

25,666

643,613

14,638,677

480,767

15,813,885

30年度

4,063

289

9,177

4,117

44,791

0

10,981

73,418

0

66

0

0

1,984

0

0

2,050

29 年度

4,063

223

9,177

4,117

42,807

0

10,981

71,368

30 年度末

2,275.10△3,65

29 年度末

2,278.75

30 年度末

594,947△1,733

29 年度末

596,680

平成 30年度末

現在高

6,962,719

984,149

632,038

211,734

569,056

9,359,696

平成 29年度末

現在高

6,051,678

970,928

696,973

221,841

642,767

8,584,187

1,471,511

76,200

8,000

15,300

9,000

1,580,011

560,470

62,979

72,935

25,407

82,711

804,502

664,678

194,881

155,986

957,842

96,964

95,349

30,214

321

125,326

212,615

31,348

290

383

170

8,012

523

△95,632 

257

△398,374

△485,214

2,073,327

729,927

2,210,057

606,762

541,671

6,161,744

29 年度末

現在高

2,065,315

729,404

2,305,689

606,505

940,045

6,646,958

比率の名称
日　南　町

早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 １５．０％ ２０．０％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ２０．０％ ３０．０％

実 質 公 債 費 比 率 ２５．０％ ３５．０％

将 来 負 担 比 率

28年度

－％

－％

９.０％

－％

29年度

－％

－％

８.６％

－％

30年度

－％

－％

７.４％

－％ ３５０．０％

特別会計
日　南　町

経営健全化基準
３０年度 ２９年度

法 適 病 院 事 業 会 計 －％ －％

２０．０％
法 非 適

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 －％ －％

農業集落排水事業特別会計 －％ －％

再生可能エネルギー発電事業特別会計 －％ －％
※資金不足額がない場合は「－」と記載。

※ 実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は「－」と記載。

すべて基準を下回りました。

すべて基準を下回りました。■健全化判断比率

■資金不足比率

健全化判断比率等の算定結果

平成30年度のトピックス

指標で見る

財政状況

日南町２９年度 日南町２９年度

日南町２７年度 日南町２７年度

日南町２８年度

89.7％ 0.15 14.6％ 8.6％

日南町３０年度 日南町３０年度91.0％ 0.16 13.9％ 7.4％

89.3％ 0.15 14.9％ 9.0％

89.0％ 0.14 15.9％ 9.8％

日南町２８年度

類似団体平均（2８年度） 85.9％ 0.37 12.7％ 7.3％ 類似団体平均（2８年度）

自由に使えない資金の割合

65％～ 75％…適正

75％以上…注意

自主財源の指数

1に近くまたは越える

ほど余裕がある

15％～ 20％…要注意

20％以上…危険

実質的借金返済金の割合

18％未満…適正

25％以上…危険

【経常収支比率】　支出のうち人件費や扶助費、公債費、物件費など毎年必要とする経費を「経常経費」といいます。
また、収入のうち町税や地方交付税など毎年必ず入ってくる財源を「経常一般財源」といい、使いみちは自治体の裁量に
ゆだねられています。この経常財源のうち、経常経費に充てられる割合が経常収支比率となります。この比率が低いほど、
財源を活用できる自由度が高まることになります。

【財政力指数】　地方公共団体の財政力を示す数値で、指数が高いほど財源に余裕があるものとされており、１．００を超え
ると普通交付税の不交付団体となります。

【公債費負担比率】　一般財源総額のうち、公債費に充当（使用）した一般財源の割合です。借金の返済割合は高く推移し
ています。

【実質公債費比率】　一般会計の公債費に加え、特別会計等の公債費を加味して算定する比率で、この比率が１８％を超え
ると地方債の発行に国の認可が必要となります。

大丈夫

注意

「地方公共団体の財政の健

全化に関する法律（財政

健全化法）」により、平成

３０年度決算に基づく健全

化判断比率・資金不足比

率を算定したところ左表

のとおりとなり、監査委員

の審査をうけ、その意見を

付して９月定例議会へ報

告いたしました。

体育館の改築 中国山地林業アカデミーの整備 豪雨･台風 24号による災害

特集2　30年度決算報告



 広報にちなん令和元年11月　  89　  広報にちなん令和元年11月

会      計      名 歳　入 歳　出 差　引

（単位：千円）■ 特別会計の歳入歳出決算額

■ 公有財産の状況

■ 町債現在高

会      計      名
増　減　額

借入額 償還額

計

（単位：千円）

区　　分
土地（地積）㎡ 建物（延面積）㎡

増減高 増減高

本 庁 舎

その他の
行政機関

公
共
用
財
産

学 校

公 営
住 宅

その他

山 林

そ の 他

計

⑴土地及び建物

会      計      名 増減高
30年度末

現在高

一

般

会

計

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

その他特定目的基金

定 額 運 用 基 金

特 別 会 計 基 金

計

⑹基　　金 （単位：千円）

⑵山　　林

（平成31 年3月31日現在）

区　　分

面積（ｈ a） 立木の推定蓄積量（ｍ 3）

増減高 増減高

所有・分収
そ の 他

⑷出資による権利 （単位：千円）

区　　分
29年度末

現在高
増減高

30年度末

現在高
鳥 取 県 農 業 信 用
基 金 協 会 等 18 件 74,299 0 74,299

⑸債　　権 （単位：千円）

区　　分
29年度末

現在高
増減高

30年度末

現在高

人材育成奨学金等３件 43,414 131 43,545

⑶有価証券 （単位：千円）

区　　分
29年度末

現在高
増減高

30年度末

現在高

株 券 59,531 0 59,531

■ 公営企業会計 ( 病院 ) 貸借対照表
資産の部 負債の部

固定資産 固定負債 

有形固定資産 企業債

取得価格 引当金

減価償却累計額 流動負債

無形固定資産
引当金 

投資
未払金

 その他流動負債

流動資産 繰延収益

現金・預金 資本の部

未収金 資本金

貯蔵品 自己資本金

剰余金
資本剰余金

繰延資産
利益剰余金

資産合計 負債・資本合計

（単位：千円）

特別会計・町債・公有財産等の状況

決算状況について、詳しくは総務課財務室（０８５９- ８２- １１１１）へお問い合せください。

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

再生可能エネルギー発電事業

一 般 会 計

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介護サービス事業

病 院 事 業

664,999

320,207

368,601

989,190

97,254

95,732

30,384

30年度末

7,853

0

17,309

25,666

643,613

14,638,677

480,767

15,813,885

957,097

817,131

3,254,499

△2,437,368

652

139,314

1,547,871

1,403,863

139,673

4,335

2,504,968

598,613

574,157

24,456

65,461
42,837

22,124

500

62,143

843,075

843,075

935,676
25,444

910,232

2,504,968

0

0

0

0

0

0

0

0

29 年度末

7,853

0

17,309

25,666

643,613

14,638,677

480,767

15,813,885

30年度

4,063

289

9,177

4,117

44,791

0

10,981

73,418

0

66

0

0

1,984

0

0

2,050

29 年度

4,063

223

9,177

4,117

42,807

0

10,981

71,368

30 年度末

2,275.10△3,65

29 年度末

2,278.75

30 年度末

594,947△1,733

29 年度末

596,680

平成 30年度末

現在高

6,962,719

984,149

632,038

211,734

569,056

9,359,696

平成 29年度末

現在高

6,051,678

970,928

696,973

221,841

642,767

8,584,187

1,471,511

76,200

8,000

15,300

9,000

1,580,011

560,470

62,979

72,935

25,407

82,711

804,502

664,678

194,881

155,986

957,842

96,964

95,349

30,214

321

125,326

212,615

31,348

290

383

170

8,012

523

△95,632 

257

△398,374

△485,214

2,073,327

729,927

2,210,057

606,762

541,671

6,161,744

29 年度末

現在高

2,065,315

729,404

2,305,689

606,505

940,045

6,646,958

比率の名称
日　南　町

早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 １５．０％ ２０．０％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ２０．０％ ３０．０％

実 質 公 債 費 比 率 ２５．０％ ３５．０％

将 来 負 担 比 率

28年度

－％

－％

９.０％

－％

29年度

－％

－％

８.６％

－％

30年度

－％

－％

７.４％

－％ ３５０．０％

特別会計
日　南　町

経営健全化基準
３０年度 ２９年度

法 適 病 院 事 業 会 計 －％ －％

２０．０％
法 非 適

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 －％ －％

農業集落排水事業特別会計 －％ －％

再生可能エネルギー発電事業特別会計 －％ －％
※資金不足額がない場合は「－」と記載。

※ 実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は「－」と記載。

すべて基準を下回りました。

すべて基準を下回りました。■健全化判断比率

■資金不足比率

健全化判断比率等の算定結果

平成30年度のトピックス

指標で見る

財政状況

日南町２９年度 日南町２９年度

日南町２７年度 日南町２７年度

日南町２８年度

89.7％ 0.15 14.6％ 8.6％

日南町３０年度 日南町３０年度91.0％ 0.16 13.9％ 7.4％

89.3％ 0.15 14.9％ 9.0％

89.0％ 0.14 15.9％ 9.8％

日南町２８年度

類似団体平均（2８年度） 85.9％ 0.37 12.7％ 7.3％ 類似団体平均（2８年度）

自由に使えない資金の割合

65％～ 75％…適正

75％以上…注意

自主財源の指数

1に近くまたは越える

ほど余裕がある

15％～ 20％…要注意

20％以上…危険

実質的借金返済金の割合

18％未満…適正

25％以上…危険

【経常収支比率】　支出のうち人件費や扶助費、公債費、物件費など毎年必要とする経費を「経常経費」といいます。
また、収入のうち町税や地方交付税など毎年必ず入ってくる財源を「経常一般財源」といい、使いみちは自治体の裁量に
ゆだねられています。この経常財源のうち、経常経費に充てられる割合が経常収支比率となります。この比率が低いほど、
財源を活用できる自由度が高まることになります。

【財政力指数】　地方公共団体の財政力を示す数値で、指数が高いほど財源に余裕があるものとされており、１．００を超え
ると普通交付税の不交付団体となります。

【公債費負担比率】　一般財源総額のうち、公債費に充当（使用）した一般財源の割合です。借金の返済割合は高く推移し
ています。

【実質公債費比率】　一般会計の公債費に加え、特別会計等の公債費を加味して算定する比率で、この比率が１８％を超え
ると地方債の発行に国の認可が必要となります。

大丈夫

注意

「地方公共団体の財政の健

全化に関する法律（財政

健全化法）」により、平成

３０年度決算に基づく健全

化判断比率・資金不足比

率を算定したところ左表

のとおりとなり、監査委員

の審査をうけ、その意見を

付して９月定例議会へ報

告いたしました。

体育館の改築 中国山地林業アカデミーの整備 豪雨･台風 24号による災害

特集2　30年度決算報告
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◆
設
立
と
会
員
数
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　幅
広
く
会
員
を
増
や
し
た
い
と
の
思
い
で
、
平
成
28
年
５
月
に

設
立
し
ま
し
た
。
２
歳
児
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
21
名
い
ま
す
。

◆
練
習
や
指
導
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　５
月
か
ら
11
月
の
間
、
第
２
、
第
４
の
水
曜
日
に
、
午
後
７
時

か
ら
８
時
ま
で
の
１
時
間
、
霞
自
治
会
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　指
導
は
代
表
の
前
田
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
人
が
継

続
し
て
行
う
ほ
う
が
、
教
え
る
側
も
習
う
側
に
と
っ
て
も
良
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
達
の
様
子
を
教
え
て
下
さ
い
。

　子
ど
も
は
覚
え
る
の
が
速
い
で
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
は
別
で
す

が
、
流
れ
は
１
回
で
ほ
ぼ
覚
え
ま
す
。

　テ
ン
ポ
の
速
い
曲
で
落
と
さ
ず
に
廻
す
こ
と
や
、
手
を
上
げ
た
状
態
の
高
い
位
置
で
廻
す

こ
と
は
難
し
そ
う
で
す
。
４
年
間
継
続
し
て
い
る
子
は
さ
す
が
に
上
手
で
す
ね
。
園
児
は
、

ま
だ
銭
太
鼓
を
廻
し
き
れ
な
い
の
で
、
舞
台
発
表
で
は
、
簡
単
な
振
付
に
替
え
て
い
ま
す
。

◆
大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　町
の
中
で
会
っ
た
時
に
、
「
銭
太
鼓
の
先
生
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
「
先
生
で
な

く
お
ば
ち
ゃ
ん
で
い
い
よ
」
と
言
っ
て
は
い
ま
す
が
・
・
・
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。
顔
見
知
り
に
な
り
良
い
関
係
が
築
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

◆
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
達
に
何
か
変
化
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

　す
ご
く
集
中
力
が
つ
き
ま
し
た
し
、
子
ど
も
同
士
で
助
け
合
い
の
精
神
が
芽
生
え
ま
し

た
。
着
付
け
の
時
に
上
級
生
が
下
級
生
を
手
伝
っ
た
り
、
教
え
あ
っ
た
り
す
る
光
景
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
靴
を
き
ち
ん
と
揃
え
て
上
が
っ
た
子
が
い
た
の
で
褒
め
る
と
、
そ
の
後
は
み
ん
な

が
き
れ
い
に
靴
を
そ
ろ
え
て
上
が
る
よ
う
に
な
り
行
儀
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

　い
ろ
ん
な
個
性
の
子
ど
も
が
い
る
の
で
、
褒
め
な
が
ら
大
人
な
り
の
対
応
を
こ
こ
ろ
が
け

て
い
ま
す
。

◆
「
霞
子
ど
も
愉
楽
会
」
の
活
動
を
立
ち
あ
げ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　子
ど
も
達
が
「
今
、
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
私
達
が
大
人
に
な
っ
た
ら
教
え
て
あ

げ
ま
す
。
」
と
「
霞
子
ど
も
愉
楽
会
」
の
存
在
を
大
切
に
感
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
郷
土
愛

の
気
持
ち
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

※

「
地
域
に
子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
霞
自
治
会
で

は
、
園
児
、
小
中
学
生
が
に
ぎ
や
か
に
集
い
、
銭
太
鼓
を
習
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
大
人
と

の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
確
か
に
子
ど
も
達
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

76
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

霞
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
銭
太
鼓
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
霞
子
ど
も
愉
楽
会
」
代
表
者
の
前
田
純
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

英語のポイント：Opportunity

「Opportunity」は日本語で「機会」と「時期」です。

Example（例）： “I am so thankful for this opportunity”　「この機会に感謝しています。」

外国語指導助手
ハンセカーの Happy Column

　Hello! This is Aoi Hunsaker. I hope you have all been doing 

well. In this edition, I wanted to share with you all a couple 

of my thoughts about living here in Nichinan-cho.

　As I mentioned before, it is my first time living alone. 

Further, this is my first time living outside of the United 

States. Therefore, I was expecting to be faced with many 

challenges such as homesickness and feeling lost in a 

different country.

　However, living in Nichinan-cho so far has been such a 

liberating experience. In Nichinan-cho, I get to make all the 

decisions regarding how I live my everyday life. Even the 

simpler decisions like deciding what to eat for dinner gives 

me this sense of control over my life. It truly is so much fun 

to go to ride my bike within the mountains to Marugo, buy 

ingredients, and cook dinner in my apartment !

　Also, living here in Nichinan-cho, I have more opportunities 

to think about my life goals, the meaning of my relationships 

with my family and friends, and compare my life in Seattle 

and Nichinan-cho. I think in Seattle, I was too concerned 

with university and what to do with my future after 

graduation. In Nichinan-cho, I get to relax and think about 

the present, especially when I walk around surrounded by 

beautiful nature here in Nichinan-cho. I am truly grateful to 

be in Nichinan-cho.

　My question to you is: What are the simple things that 

brings joy in your life?

　こんにちは！ハンセカー碧です。みなさんは元気です
か？今回は、日南町での生活の感想を話したいです。
　前に言ったように、一人暮らしは初めてです。さらに、
他の国に住むことも初めてです。それゆえ、いろいろな困
難（例えば、ホームシックや戸惑い）と出会うことを予想
していました。
　でも、日南町に住むことはとっても自由気ままな経験で
す。日南町では、私の日常生活について、自分で全部判断
を下せます。例えば、夜ご飯は『何を作ろうかな～。』と
いう簡単な判断の時にも、自主的な感じがします。自転車
で丸合に行って買い物をして、アパートで料理することは
本当に楽しい！
　それに、日南町に住んでいると、自分の目的はなんだろ
う、家族と友達の人間関係の意義、シアトルと日南の人生
比べてみる、など考える機会は多いです。多分、シアトル
で、ずーっと大学と将来のこと
を心配しすぎていたのでしょ
う。でも、日南町では、リラッ
クスして現在のことを考えま
す。とりわけ、生山で散歩して
いる時、綺麗な自然を見ながら
思いをめぐらします。日南町に
住んでいることが嬉しいです。
　読者のみなさんに質問したい
です。みなさんの人生に喜びを
もたらすものは何ですか？

散歩の時



【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

「確かな学力」の育成に向けて
　平成31年４月18日（木）に実施された全国学力・
学習状況調査の結果については、新聞等でも報道され
ていますので、関心をお持ちの方も多いかと思いま
す。鳥取県全体では、国語および算数・数学では、小
学校、中学校とも全国平均と差が見られませんでした
が、中学校英語は全国平均を下回る結果でした。で
は、日南町の状況はどうだったのか、ご紹介したいと
思います。

　小学校は、国語、算数ともに全国平均を下回る状況
でした。ここ数年、学力向上は大きな課題となってお
り、昨年度からは特に算数を中心に学力向上に取り組
んでいます。その成果か、算数においては改善傾向が
見られますが、国語では全国平均をかなり下回ってい
ます。
　中学校は、昨年度まで国語、数学ともに全国平均を
下回る状況がありましたが、今年度は国語で全国平均
を上回り、数学でも改善傾向が見られました。学力向
上に一定の成果が見られる状況です。今回から実施さ
れた英語では、全国平均を下回りました。
　また、小中学校で共通して、学校以外での学習時間

にちなん子ども応援隊だより No.78

　こんにちは。
９月も定例的な支援
ボランティア活動の
他、日南小での読み
聞かせ、４年生の「手
話学習」支援、５年
生 の「稲 刈 り」等、
多くのボランティア

の方にお世話になりました。ありがとうございます。
　今回は、９月 17 日に行われた４年生の「手話学習」
の様子を紹介します。
　この学習は４年生が総合的な学習の時間に日南の福
祉について調べる過程で取り組むことになったもので
す。当日は、聴覚障がい者、手話通訳者、手話普及コー
ディネーター、町内にお住まいの３名の手話ができる
方にお世話になりました。
　始めに聴覚障がいのある方から、聞こえないくらし
のことや思い、他者に考えを伝える方法などを聞き、
みんなであいさつの手話を学習しました。
　その後、グループに分かれ、簡単な自己紹介が手話
でできるように、ボランティアさんに教わりながら練
習しました。
　「こんにちは。わたしの名前は●●です。好きな食
べ物は▲▲です。よろしくおねがいします。」
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　恥ずかしそうな子もいましたが、グループ学習の頃
には、多くの子が張り切って一生懸命練習していまし
た。
　鳥取県は全国に先駆けて「手話言語条例」を制定、「手
話ハンドブック」を作成しています。そして、各校で
日南小のような手話の学習を取り入れています。とっ
とり県政だよりや広報にちなんでも簡単な手話を紹介
していますね。９月末には、全国高校生手話パフォー
マンス甲子園が鳥取市で開催されました。
　聴覚障がいのある方にとって、手話はコミュニケー
ションの大切な手段の１つです。多くの皆さんに関心
を持っていただけると嬉しく思います。
　にちなん子ども応援隊の活動に興味・関心がある方、
体験してみたい方、気軽にご連絡ください。なお、に
ちなんふる里まつりにも活動の様子を掲示しますので
ご覧ください。よろしくお願いいたします。
連絡先…日南町教育委員会 (0859-82-1118)

が非常に少ない状況がありました。宿題を確実にやる
ことに加え、自分で学習課題を見つけ、自主的に学習
に取り組むことが求められます。学習意欲や生活習慣
に関しては、就学前からの体験が大きく影響すること
もあり、幼少時からの一貫した取り組みが必要と言え
ます。
　グローバル化が進展し、将来の予測が困難な複雑で
変化の激しい社会において育成すべき資質・能力を、
新学習指導要領では三つの柱として示しています。
①何を知っているか、何ができるか(個別の知識･技能)
②知っていること・できることをどう使うか（思考
力・判断力・表現力等）
③どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送
るか（学びに向かう力、人間性等）
　つまり、子どもたちに求められる｢学力｣とは、知識
や技能を習得することに加え、学ぶ意欲や、自分で課
題を見つけ、自ら学び、主体的に判断・行動し、より
よく問題を解決する資質や能力等までを含めたもので
あり、今回の学力・学習状況調査をはじめ、高校入試
や大学入試等にもこうした考え方は反映されています｡
　日南の子どもたちの学力向上に向けて、学校での授
業や家庭学習、また様々な社会体験等を通して、三つ
の資質・能力を総合的かつ全体的にバランスよく身に
付けさせ、子どもたちの学力の質を高めていくよう、
学校・家庭・地域社会が連携して取り組んでいきたい
と思います。ぜひみなさんのご協力をお願いいたしま
す。

平均正答率 (％)

小学校

中学校

国語
57

（全国 63.8）
74

（全国 72.8）

算数・数学
64

（全国 66.6）
58

（全国 59.8）

英語

51
（全国 56.0）



　町内の100歳以上と今年度中に白寿（99歳）を迎え

られる皆さんは19名です。ご長寿の皆さんには中村町

長から祝詞と記念品が贈られました。

 また今年度100歳を迎えられる、増田清子さん、田邊

武利さん、木山昌明さん、久代重男さん、宇田菊美さ

んには、内閣総理大臣からの祝い状と記念品が贈られ

ました。

長寿の方をお祝い　敬老の日訪問

　㈱内田スプリング製作所（大阪府豊中市：内田一代表

取締役）、㈱内田スプリング大山工場との町Ｊ－クレ

ジット売買契調印式が㈱内田スプリング製作所で行われ

ました。両者が町Ｊ‐クレジットを購入するのは、昨年

に続いて２回目となりました。内田代表取締役は「会社

が続く限り、Ｊ－クレジットを購入し、環境貢献活動、

日南町の発展に寄与したい」と話されました。

２回目の購入となりました

　日南小学校の児童 20人が、阿毘縁にあるりんご園で

りんごの収穫体験を行いました。児童たちは、春からさ

まざまなりんごの作業を体験してきました。今回の作業

では、袋をはずし思い思いの絵柄になるようにテープを

貼ったりんごを、林冨實代さんの指導を受けてから収穫

しました。また、別のりんごも収穫し、甘くて美味しい

りんごを味わいました。

日南小１年生がりんご狩り

　第36回石見地域駅伝競走大会が、上石見駅前をス

タートゴールとする折り返しのコースで行われ、上石

見駅前広場で行われた開会式には選手や観客など約

100人が集まりました。大会は、石見地域の全６つの

自治会から７チームが参加、８区間11.4ｋｍを走りき

りました。レースの結果、上石見チームが４連覇を達

成しました。

今年も石見地域を駆け抜けました
９

19

９

29

豊かな音色が鳴り響きました
９

29

　ブラスフォレスト2019in日南が町総合文化センター

さつきホールで行われました。今年は、日南町近隣か

ら6つの団体が集まり、演奏を披露しました。参加し

た日南中学校吹奏楽部は、引退した3年生と最後の演

奏となりました。最後には全団体による合同演奏が行

われ、町制60周年を記念して日南町歌が演奏されまし

た。

９

11
９

14

はやし    ふ み よ

うちだ　はじめ

ますだ　   すみこ たなべ

たけとし きやま    まさあき くしろ     しげお うだ        きくみ

まちの話題まちの話題
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　第36回日南町軟式野球連盟ナイター

リーグの全日程が終了し、閉会式と町制

60周年記念のオールスター戦が町総合グ

ラウンドで行われました。今年のナイ

ターリーグは、ブラック・スペシャルズ

が全勝で優勝し、最優秀選手には出口誠

司選手が選ばれました。オールスター戦

は1部2部の10チームがグリーンボーイ

ズとトマトボーイズに分かれて行われ、

４－３でグリーンボーイズが勝利しまし

た。

ブラックスペシャルズが優勝　町制６０周年記念のオールスター戦も開催
10

９

　にちなん農林産物ブランドアンバサ

ダー任命式が役場第２会議室で行われ

ました。任命されたのは野菜ソムリエ

上級プロで、これまで約10年に渡り料

理教室や食育活動などさまざまなとこ

ろで町内外に日南町産野菜のPRに大き

く貢献していただいた長島明子さんで

す。長島さんは９月25日にも町健康福

祉センターで町内産のトマトやあま

ぴーなどを使った料理教室を行い、約

20人の参加者に日南町産野菜の魅力を

伝えました。

にちなん農林産物ブランドアンバサダーを任命しました
10

10

　日南町産FSC森林認証材を使った木育施設「てんまやモク

モクガーデン」が、米子しんまち天満屋でオープンすること

になり、10月15日にオープニングセレモニーが行われまし

た。セレモニーには米子しんまち天満屋の川上譲司取締役店

長や中村町長のほか、にちなん･石見両保育園の園児約30人

も参加し、セレモニー後に早速モクモクガーデンで遊んでい

ました。この木育施設は常設され、合わせて町産材を利用し

た木のおもちゃの販売も行われています。

常設の木育広場が誕生しました
10

16

でぐち　 せい

ながしま    あきこ

じ

かわかみ　じょうじ

順位

1

2

3

4

5

チーム名

ウエスタン

リバース

モンスターズ

神戸上ユニバース

ファイターズ

3ー6
●

7ー0
没収

12ー3
○

8ー2
○

2ー8
●

9ー6
○

1ー30

3ー12
●

3ー9
●

0ー7
没収

6ー3
○

3ー5
●

2ー11
●

5ー29
●

5ー3
○

9ー3
○

6ー9
●

○
11ー2
○

30ー1

29ー5
○

ウエスタン リバース モンスターズ 神戸上 ファイターズ 勝 数 敗 数 引 分 ポイント 総失点

3

3

2

1

1

6

6

2

2

2

11

18

15

37

73

1

1

2

3

3

【２部】

順位

1

2

3

4

5

チーム名

Ｂ. スペシャルズ

マニモス

トータス

ブルータス

インパルス

8ー2
○

14ー0
○

10ー1
○

19ー0
○

0ー19
●

3ー10
●

2ー16
●

1ー10
●

4ー4
△

0ー14
●

2ー8
●

2ー18
●

3ー5
●

0ー7

18ー2
○

4ー4
△

10ー3
○

5ー3
○

16ー2
○

7ー0

ブラック マニモス トータス ブルータス インパルス 勝 数 敗 数 引 分 ポイント 総失点

4

2

2

1

0

8

5

4

3

-2

3

17

37

19

52

0

1

2

2

4

1

1

【１部】

●

没収

没収

※次年度、ブルータス、インパルスが２部へ降格（予定）
※没収試合の負けチームのポイント△２

※次年度、ウエスタン、リバースが１部へ昇格（予定）
※没収試合の負けチームのポイント△２
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町内企業が健康に関する情報交換会

　働き盛り世代の健康づくり情報交換会が、町健康福

祉センター研修室で行われました。情報交換会は、サ

ワタ建設㈱、㈱オロチ、日南福祉会の町内事業所と県

福祉保健局や役場職員が参加して行われ、町から各課

対抗健康づくり作戦の報告や各事業所の検診実施状況

や健康づくりについて意見交換を行いました。町では

今後、健康づくりの取り組みを町内に広げていくこと

にしています。

　日南町TOWNS-NET光化工事（第１期）の安全祈願

祭が㈱中電工日南町現場事務所で行われました。神事

は丸山悟副町長や山本芳昭議長をはじめ、工事を行う

㈱中電工などの工事関係者など約20名が参列して行わ

れ、霞神社の伊田和宣宮司が工事の安全を祈願しまし

た。丸山副町長は「日南町を都会並みの通信環境にす

るため、安全を最優先で工事を進めて頂きたい。」と

あいさつしました。

９

５工事の安全を祈願

まちの話題まちの話題

自衛消防団に可搬ポンプを委託

　宮内自衛消防団（青砥万義団長）と湯河自衛消防団

（山浦裕幸団長）への可搬ポンプ管理委託式が、役場

庁議室で行われました。委託式では、始めに中村町長

から委託状が両団長に手渡され、その後役場庁舎横の

車庫でポンプの操作説明が行われました。参加した両

自衛消防団の団員は、質問をしながら新しいポンプの

操作方法を熱心に学んでいました。

　町総合防災訓練が、昨年の発生した７月豪雨、台風

24号での風水害を想定して行われ、町や各地域、町消

防団、江府消防署生山出張所、黒坂警察署など16機関

が参加しました。訓練では、町内全域に避難勧告が発

令され、町災害対策本部のほか指定避難所や各地域の

災害対策本部が開設された状況下での関係機関との連

携体制の明確化や円滑化を図りました。

９

18
今年は風水害を

想定して行われました

９

29

９

10

農業分野での今後の活躍に期待

　令和元年度鳥取県優秀経営農林水産業者等表彰式典が知事公邸にて執り行わ

れました。本町からは神福の山本昌樹さんが未来を担う青年農林水産業者とし

て表彰されました。山本さんは平成26年に妻子とともにＵターンし、認定農業

者の父から２年間農業を学び、平成29年に父の経営を継承し農業法人の代表取

締役に就任しました。鳥取県特別栽培農産物の認証を受け、こだわりのコシヒ

カリを生産し直接販売しています。地域内外の農家が高齢化して離農される

中、農地管理の受け皿として利用集積を進めています。高齢化率が約45％の福

栄地域にとって、若手経営者の担い手として地域での活躍が期待されます。

10

７

い 　だ　 かずのり

まるやま さとる やまもと　よしあき

やまもと　 まさき

あおと　 かずよし

やまうら　ひろゆき
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日　経　新　聞 （にちなん経済新聞）2019年（令和元年）10月 25日
文　化

プロフィール

がんばる！
　にちなんびと おおくさの会

　長年郷土で教職におられた山形凡平(萬亀男)先生が退職

後、婦人会の文化活動の一つに自由律俳句を取れ上げら

れたのを発端に会を結成。

昭和53年１月から句誌の発行を現在まで継続。

山形先生亡き後、指導者の井川備範先生の急死などで解

散の危機があるも乗り越える。

平成23年７月に句誌通算400号の刊行を達成。

平成24年4月から「新制おおくさの会」として15名で再

結成。

現在、会員10名で活動中。

広報にちなんには、昭和50年4月から山形凡平選として

自由律俳句の投稿が始まり、平成5年10月からおおくさ

編集室選として投稿を続けていただいている。

※今回はおおくさの会を代表して藤原寿郎さんにお話を

聞きました。

自由律俳句とは

２ヶ月に１度、奇数月に句誌「おおくさ」の発行

と、広報にちなんへ毎月の掲載を行っています。

会員の皆さんには１人４句を投句していただくと

ともに、前回の句誌から１０句選び４句以上に感

想をつけて編集室へ送っていただいています。互

いに作品を評価しあうことで研鑽し、お互いに高

めあっています。

広報にちなんへの投稿は、２ヶ月に１度会員の皆

さんから集めた４句を編集室で２つ選び、季節な

どに気をつけながら投稿しています。

一言でいうと、「リズム良く一息で読める短い

詩」ではないでしょうか。自由律俳句には、俳句

のように季語の決まりはありませんし、五・七・

五のような文字数の制限もありません。しかし、

リズム良く一息でとなると、だいたい２０文字以

内になり、会員の中には１７字や１６字にそろえ

て投句されるかたもおられます。

活動の内容は

会員の皆さんも高齢になられ、８０歳代の方が中

心となっています。新しい方に入っていただきた

い思いはありますが、読むのはいいが作るのはと

いう方もおられます。最近は娯楽の種類も変わっ

てきたので、若い方へ広まるのも難しいと思って

います。出来る限り会を継続し、句誌の発行や広

報にちなんへの投稿を継続していきたいと思って

います。

今後は

普段の活動は主に郵便で行っています。年に１回

は句会を開き集まっています。その場で句を作

り、作者が分からないようにして、お互いの句を

ここがこうだ。とか、ここはこうしたほうが。と

評価し合って楽しんでいます。

会員の方が集まることは

会員さんに送っているほか、山上地域振興セン

ターや町の図書館にも置いてあります。広報にち

なんに載っていない句や、お互いの句の評価も

載っていますので、興味のある方は一度読んでい

ただければと思います。

句誌はどこで読めますか

短いなかでも、句を読む方が想像する部分を残す

ことです。ですので、出来るだけ直接的な表現は

避けるようにしています。厳密な決まりがあるわ

けではないのですが、固有名詞や地名も使わない

ようにしています。また、型にはまらないのが自

由律俳句なので、五・七・五のリズムにはまるの

を嫌います。句を作る人と読む人で感じ方が変わ

るのが自由律俳句の魅力だと思います。

作句する上で気をつけることは
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腎機能の低下とともに起こる症状
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日南病院
糖尿病外来　医師

石井　有李子 369
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し
︑
体
に

た
ま
っ
た
余
分
な
水
分
や
老
廃
物
を
機
械

で
取
り
除
き
︑
血
液
を
き
れ
い
に
し
ま

す
︒
お
お
よ
そ
週
３
回
透
析
医
療
機
関
に

通
い
︑
４
時
間
程
度
行
い
ま
す
︒

◎
腹
膜
透
析

　
自
分
の
身
体
の
中
の
﹁
腹
膜
﹂
を
利
用

し
て
血
液
を
き
れ
い
に
し
ま
す
︒
在
宅
で

行
う
治
療
で
︑
寝
て
い
る
間
に
機
械
を

使
っ
て
行
う
方
法
︵
A
P
D
︶
と
︑
日
中

４
～
８
時
間
ご
と
に
行
う
︵
１
回
の
治
療

は
30
分
程
度
︶
方
法
︵
C
A
P
D
︶
が
あ

り
ま
す
︒
通
院
は
月
に
１
～
２
回
で
す
︒

◎
腎
移
植

　
２
つ
あ
る
腎
臓
の
う
ち
１
つ
を
提
供
し

て
も
ら
う
生
体
腎
移
植
と
︑
亡
く
な
っ
た

方
か
ら
の
提
供
を
受
け
る
献
腎
移
植
が
あ

り
ま
す
︒

 

【
予
防
す
る
た
め
に
は
】

①
食
事
：
バ
ラ
ン
ス
よ
く
適
正
量
を
摂
取

す
る
こ
と
︒

※

タ
ン
パ
ク
質
を
摂
り
過
ぎ
る
と
腎
機
能

が
悪
化
し
や
す
い
た
め
︑
肉
・
魚
・
卵
・

大
豆
・
乳
製
品
な
ど
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質

を
適
量
摂
り
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
カ
リ
ウ

ム
の
排
泄
が
低
下
し
て
き
た
場
合
は
︑
カ

リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
る
果
物
や
生
の
野

菜
は
控
え
た
り
︑
ゆ
で
こ
ぼ
す
な
ど
の
調

理
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
︒

②
血
圧
：
漬
物
を
控
え
め
に
︑
み
そ
汁
は

薄
味
に
し
﹁
だ
し
﹂
の
う
ま
み
を
利
用
す

る
︑
か
け
醤
油
で
は
な
く
﹁
つ
け
﹂
醤
油
に

す
る
︑
な
ど
の
工
夫
を
︒
ま
た
︑
ハ
ム
や

ソ
ー
セ
ー
ジ
︑
ベ
ー
コ
ン
︑
ち
く
わ
・
か
ま

ぼ
こ
な
ど
の
練
り
物
も
食
塩
が
多
く
含
ま
れ

ま
す
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
︒

③
脂
質
：
悪
玉
︵
L
D
L
︶
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
︵
T
G
︶
の
値
に
気

を
つ
け
︑
適
正
体
重
の
た
め
に
適
度
な
運

動
︑
禁
煙
︑
節
酒
に
励
み
ま
し
ょ
う
︒

～糖尿病性腎症について～
　「糖尿病性腎症」とは、糖尿病の合併症（末梢神経障害、網膜症、腎症）
の 1つで、血液透析導入の原因疾患の第 1位であり、毎年約 1万 6000
人が新規に透析となっています。糖尿病罹患後 10数年経過してから発
症することが多く、治療開始が早ければ早いほど腎臓の機能は元に戻る
可能性が高くなりますが、進行してしまうと戻りません。
　大切な臓器を守るために、今回は糖尿病性腎症についてお話します。

腎臓を守ろう

﹇
腎
臓
の
働
き
﹈

老廃物の排泄
老廃物の蓄積
尿毒症

低カルシウム血症
骨がもろくなる

体のむくみ
息切れ

不整脈など
体液の調節

血圧の調節 高血圧

赤血球を増やす 貧血の進行

骨を丈夫にする
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　一
般
に
「
解
放
令
」
と
言
わ
れ
て
い
る
言

葉
は
歴
史
上
に
は
存
在
し
な
い
。
明
治
４
年

に
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
賤
民

の
身
分
を
廃
止
し
身
分
や
職
業
を
平
民
と
同

じ
と
す
る
、
と
書
か
れ
て
お
り
、
「
解
放
」

と
い
う
文
言
は
な
い
。
最
近
で
は
「
賤
民
廃

止
令
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
身
分
制

廃
止
に
つ
い
て
評
価
は
あ
る
が
、
差
別
解
消

の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、

一
方
で
、
戸
籍
に
入
れ
、
こ
れ
ま
で
免
税

だ
っ
た
宅
地
に
税
金
を
賦
課
す
る
旨
が
書
か

れ
て
お
り
、
徴
兵
の
徹
底
や
、
税
収
増
が
目

的
に
あ
る
と
も
読
め
る
。
職
業
の
制
限
が
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
死
牛
馬
処
理

等
、
特
定
の
仕
事
を
強
い
ら
れ
た
結
果
と
し

て
独
占
的
に
行
え
て
い
た
産
業
が
一
般
に
開

放
さ
れ
、
収
入
が
激
減
す
る
こ
と
と
な
り
、

貧
困
が
始
ま
っ
た
。
明
治
期
を
明
る
く
開
放

的
に
、
江
戸
時
代
を
封
建
的
で
暗
い
イ
メ
ー

ジ
で
捉
え
て
い
る
方
が
多
い
が
、
江
戸
期
の

方
が
被
差
別
部
落
は
豊
か
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
明
治
に
な
っ
て
急
激
な
近
代
化
を
目

指
す
中
で
、
欧
米
的
で
な
い
も
の
を
排
除
す

る
動
き
も
重
な
り
生
活
困
窮
と
併
せ
て
差
別

が
厳
し
く
な
っ
た
、
と
言
え
る
。
大
正
11
年

の
水
平
社
宣
言
が
「
過
去
半
世
紀
間
の
種
々

方
法
と
（
中
略
）
運
動
が
」
な
に
も
効
果
を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
の
も

「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
差
別
撤
廃
が
進
ん
だ

訳
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
治
の

近
代
化
は
ア
イ
ヌ
差
別
、
ハ
ン
セ
ン
病
者
の

隔
離
な
ど
で
も
負
の
歴
史
を
伴
っ
て
い
る
。

　鳥
取
県
で
も
明
治
大
正
期
の
史
料
に
は
多

く
の
部
落
差
別
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
差
別

の
原
因
を
、
被
差
別
者
の
責
任
に
転
嫁
す
る

も
の
も
多
い
。

　平
成
28
年
に
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
国
が
部
落
差
別
の
存
在
を

あ
ら
た
め
て
認
め
た
意
義
は
大
き
く
、
同
和

教
育
の
必
要
性
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
１
０
０

年
の
間
に
植
え
付
け
ら
れ
た
差
別
意
識
を
払

拭
し
、
互
い
に
「
違
い
」
を
乗
り
越
え
、
認

め
合
う
社
会
を
構
築
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉

え
て
い
る
。

第
９
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

第
７
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
部
落
差
別
は
な
ぜ
残
っ
た
の
か
」

部
落
史
研
究
家

　
　
　
　
　
　新
井

　宏
則
さ
ん

　保
護
者
が
い
な
い
、
ま
た
、
保
護
者
が
育

て
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
な
ど
、
様
々
な
事

情
で
、
自
分
の
家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も

た
ち
が
、
日
本
に
は
約
４
万
５
千
人
い
ま
す
。

　こ
の
子
ど
も
た
ち
を
、
国
と
各
自
治
体
が
、

お
お
や
け
の
責
任
で
預
か
り
育
て
る
仕
組
み

を
「
社
会
的
養
護
」
と
い
い
ま
す
。

　こ
の
「
社
会
的
養
護
」
は
、
「
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
の
た
め
に
」
「
社
会
全
体
で
子

ど
も
を
は
ぐ
く
む
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　施
設
や
里
親
に
預
か
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
行
政
が
認
め
た
機
関
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
、
施
設
職
員
や
里
親
の
愛
情
深
い
ま

な
ざ
し
の
も
と
、
す
く
す
く
育
ち
力
を
つ
け
、

自
分
の
家
庭
が
安
定
す
れ
ば
、
家
庭
に
帰
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
は
、
社
会
に
巣
立
っ
て

行
き
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
し

く
話
し
て
頂
き
ま
す
。

場
所･

日
時

　
　日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　多
目
的
ホ
ー
ル

10
月
30
日(

水)

　①
10
時
〜
11
時
30
分
②
13
時
30
分
〜
15
時

講
師

　鳥
取
県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　次
長

　尾
崎
真
理
子
さ
ん

　日
常
生
活
の
困
り
ご
と
、
人
権
問
題
、
行

政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
。

　相
談
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
秘
密
が
守
ら

れ
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
相
談
下
さ
い
。

日

　時

　11
月
８
日(

金)

　９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

巡
回
行
政
相
談

日

　時

　11
月
10
日(

日)

　９
時
〜
12
時

場

　所

　石
見
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

　人
権
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２

－

０
０
７
６

「
子
ど
も
の
人
権
」

〜
自
分
の
家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
こ
ど
も
た
ち
、

　
　
　
　
　
　
　預
か
り
育
て
る
取
り
組
み
〜

「
職
場
に
お
け
る
人
権
」

〜
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

　
　
　
　

 

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〜

社
会
福
祉
法
人
鳥
取
こ
ど
も
学
園

　
　
　
　
　里
親
支
援
と
っ
と
り
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　遠
藤

　信
彦
さ
ん

日
南
町
同
和
問
題

　
職
場
研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

11
月
の
人
権
相
談
・

　
　
　
　
　
行
政
相
談
の
ご
案
内
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今
、
私
の
手
元
に
２
０
０
５

年
に
刊
行
さ
れ
た
獣
害
対
策
に

つ
い
て
書
か
れ
た
雑
誌
が
あ
り

ま
す
。
農
業
関
係
の
専
門
紙
で

す
。
こ
こ
に
は
各
地
の
農
家
さ

ん
が
イ
ノ
シ
シ
対
策
で
行
っ
て

い
る
こ
と
が
多
数
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ろ
う
そ
く
の
光
、

風
鈴
の
音
、
タ
イ
ヤ
の
に
お
い
、

木
酢
液
の
に
お
い
、
人
糞
の
に

お
い
な
ど
が
効
果
が
あ
っ
た
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１

９
年
現
在
、
こ
れ
ら
の
対
策
は

す
べ
て
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
い
、

ま
た
は
ご
く
短
時
間
の
効
果
し

か
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
つ
ま
り
イ
ノ
シ
シ
は
、「
光
・

音
・
に
お
い
で
は
忌
避
で
き
な

い
」
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

手
に
入
れ
や
す
い
値
段
で
忌
避

グ
ッ
ズ
や
忌
避
剤
が
販
売
さ
れ

て
お
り
、
つ
い
つ
い
買
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き

ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
効
果

が
あ
る
か
も…

と
思
っ
て
買
っ

て
し
ま
う
の
も
人
情
で
す
。
で

も
、
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
今
年
私
た
ち
が
行
っ

た
実
験
結
果
で
す
。
捕
獲
檻
に

少
量
の
ヌ
カ
を
ま
き
、
檻
の
中

に
た
っ
ぷ
り
と
忌
避
剤
を
ま
い

て
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
檻
周

辺
に
も
忌
避
剤
を
ま
い
た
状

態
に
し
ま
し
た
。
忌
避
剤
は

市
販
の
も
の
で
、
近
隣
の
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
で
手
に
入
る
も

の
で
す
。
木
酢
液
の
に
お
い

の
す
る
忌
避
剤
だ
っ
た
の
で
、

私
た
ち
の
鼻
で
は
木
酢
液
の

む
せ
返
る
に
お
い
が
す
る
だ

け
で
、
ヌ
カ
の
に
お
い
は
全

く
感
じ
ま
せ
ん
。
さ
て
、
ど

う
な
っ
た
か
？

　
忌
避
剤
を
ま
い
て
か
ら
２

日
後
に
イ
ノ
シ
シ
は
や
っ
て

き
ま
し
た
。
忌
避
剤
を
混
ぜ

た
ヌ
カ
も
食
べ
て
し
ま
い
、

そ
の
５
日
後
に
は
、
左
の
写

真
の
と
お
り
、
何
も
気
に
せ

ず
、
檻
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
キ
ツ
イ
に
お

い
を
ま
い
て
も
、
参
る
の
は

人
間
だ
け
で
す
。
忌
避
剤
は

効
か
な
い
！
と
覚
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

獣害対策
最前線

キヒザイは
キカナイ！

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

インフルエンザ予防接種について
　令和元年度もインフルエンザの予防接種を希望される方に費用の助成を行います。このワクチン
は、インフルエンザの発症や蔓延、重症化を予防するためのものです。
　接種を希望される方は、10月末に各ご家庭にお送りする「お知らせ」の注意事項をよく読み、事
前に医療機関にご相談ください。

《65歳以上》
　■接種期間／11月1日～令和2年1月31日
　■接種医療機関／西部圏域の委託医療機関（送付した委託医療機関一覧にてご確認ください）

《64歳以下》
　■接種期間／11月1日～令和2年1月31日
　■接種医療機関／日南病院　及び　日野病院
　■上記の病院以外で接種された場合／各ご家庭に送付した助成券は使えません。後日、償還払いにて実
　　費負担額から自己負担額を差し引いた金額をお返しします。次の持ち物を持って、福祉保健課までお
　　出かけください。
　　①予防接種の領収書
　　②接種したことを証明するもの（母子健康手帳・接種済証など）
　　③印鑑
　　④振込口座の情報がわかるもの　※申請期限：令和2年3月31日まで

【 予防接種の効果 】
　インフルエンザが発症すると乳幼児や高齢者は重症化しやすいと言われていますので、体調等考慮しながら接
種しましょう。
　予防接種を受けられてからインフルエンザに対する抵抗力がつくまでに２週間程度かかり、その効果が持続す
る期間は約５ヶ月間とされています。より効果的にワクチンの有効性を高めるにも、早めに接種を受けられるこ
とをお勧めします。

【 インフルエンザの予防 】
予防接種の他に、
①手洗い・うがい　
②咳エチケット
③適度な湿度（50～60％）
④人ごみを避ける
⑤休養とバランスのよい食事
が大切です。日頃から予防に心がけましょう。

【問い合わせ先】役場福祉保健課：電話　８２－０３７４

年齢
課税
世帯

非課
税世

生活保護
世帯

接種
回数

1歳～
　12歳
13歳～
　高校生
19歳～
　64歳
65歳～
　以上

500円/回

2,000円
/回

1,000円
/回

1,000円
/回

500円
/回

無料/回

2回

1回
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にちなん糖尿病教室のご案内催し

□
□

□

□

□ □ □ □ □ □ □

国土交通省日野川河川事務所からのお知らせ催し

□

□

□

□

日南町食育推進協議会　教育研修のご案内催し

□
□

□ □

ペダル踏み間違い装置・ドライブレコーダー購入補助金お知らせ

□

町内に有料老人ホームができますお知らせ

□

指名手配被疑者の検挙にご協力を！お知らせ

□
□ □ □ □ □ □ □
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□ □ □ □ □ □ □

令和元年度年末調整説明会・
消費税軽減税率制度説明会の開催について

お知らせ

□

□

□

年金受給権者説明会を開催します催し

□

□

□ □

鳥取県最低賃金が改正されましたお知らせ

□

就職氷河期世代等を対象とした
ハロートレーニングセミナーの参加者募集

募集

□

□

□

□ □

司法書士による「無料法律相談会」催し

□

□
□

□
□ □ □ □ □ □ □
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

あ
と
少
し
黙
々
鍬
振
る
朝
仕
事

　
　
　
　
　
　
　　神
戸
上
　柴
田
　篤
子

と
ん
が
り
帽
子
の
小
人
が
居
そ
う
な

　
　
　
　
　
　
　満
開
の
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
畑

　
　　茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

ひ
と
休
み
目
の
前
の
黄
蝶
た
わ
む
れ
て

　
　
　
　　生
　山
　弓
場
　里
恵

ま
た
作
り
過
ぎ
た
野
菜
を
土
に
還
す
農
の
性

　
　
　

   

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

成
り
過
ぎ
た
胡
瓜

　枯
れ
葉
揺
す
る
風
が
秋

　
　　生
　山
　渡
辺
　圭
子

馬
鈴
薯
こ
ろ
こ
ろ
汗
を
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
印
　賀
　久
代
　幹
子

涼
し
風
が
吹
き
赤
ト
ン
ボ
踊
る
稲
田
を
舞
台
に
し
て

　茶
　屋
　岸
本
　治
枝

露
に
鮮
や
か
な
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
朝
を
間
引
く

　　茶
　屋
　木
山
　操
子

埃
の
よ
う
な
レ
タ
ス
の
種
蒔
く
指
先
の
感
触

　
　　茶
　屋
　小
林
　道
子

盆
踊
り
く
じ
景
品
の
あ
り
が
た
し

　
　
　

  

　
　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

風
に
ゆ
れ
今
一
斉
の
蕎
麦
の
花

　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　田
辺
登
志
美

光
さ
す
庭
飾
り
ゆ
く
萩
の
花

　
　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　船
越
　裕
子

白
黒
の
亡
夫
の
写
真
に
桃
供
ふ

　
　
　
　

  

　
　
　豊
　栄
　花
倉
美
佐
子

閉
ざ
す
家
の
子
子
育
つ
手
水
鉢

　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

い
く
ば
く
を
残
す
景
か
と
朝
光
の

　
　
　露
に
し
だ
る
る
穂
波
に
佇
て
り

宝
　谷
　横
谷
　秀
子

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
志
を
伝
え
る
手
話
。
鳥
取

県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。

 

日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス

で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

11
月
３
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

場

　所

　未
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

チ
ョ
ウ  

ズ   

バ
チ

ボ
ウ
フ
ラ

と

　町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
今
月
、
合

併
後
昭
和
34
年
７
月
か
ら
発
行
を
開
始
し
た
、
広
報
に

ち
な
ん
が
９
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年

に
、
広
報
に
ち
な
ん
も
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
１
０
０
０
号
に
向
け
て
発
行
を
続
け
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
取
材
等
に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
に
併
せ
て
、
昨

年
友
好
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し
た
モ
ン
ゴ
ル
国
ゾ
ー

ン
モ
ド
市
か
ら
、
ム
ン
ク
バ
ド
ラ
ル
市
長
を
は
じ
め
４

名
の
方
が
初
め
て
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
訪
町
団
の
皆
様

に
は
、
記
念
式
典
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ム
ン
ク
バ
ド

ラ
ル
市
長
か
ら
は
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

訪
問
で
は
、
記
念
式
典
へ
の
参
加
だ
け
で
は
な
く
農
業

体
験
や
町
内
企
業
の
視
察
な
ど
も
さ
れ
日
南
町
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
交
流
の
深
化
に
向
け
て

動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
月
も
一
句

　「
日
南
の

　歴
史
と
歩
む

　広
報
に
ち
な
ん
」

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

11
月
の
日
程

あ
さ
か
げ

鈩
塚

　先
人
の
知
恵
蘇
が
え
る

　
　
　時
代
を
越
え
よ

　母
な
る
海
へ

下
石
見
　浅
川
　三
郎

た
た
ら

左手の手の平を下に向け
て指失を右にする。
右手の親指を立てて左手
に乗せる。
両手を上にもち上げる。

左手の手の平を下に向け
て指失を右にする。
右手の小指を立てて左手
に乗せる。
両手をもち上げる。

「
天
皇
」

「
皇
后
」



　10月6日、町制施行60周年記念式典を多くの

来賓の皆様を迎えて執り行いました。表彰者は

55人、感謝状は41の個人・団体にお贈りしま

した。ここ10年を基準に選定させていただきま

したが、漏れてはいないかなど慎重に審議会などで選定

しました。漏れていればお許しください。

　前夜祭の記念コンサートも少し心配をする売れ行き状

況でしたが、当日は350人と一安心となる来場者で胸を

なでおろしたところで、太田裕美さんや北村英治さん、

アロージャズの皆さんにも気持ちよく演じていただいた

のではと感じており、町民の皆さんをはじめご来場いた

だいたすべての皆様にお礼申し上げます。

　先人の皆さんが立派に築いてくれた日南町。今までに

負けない新しい時代の日南町を築いていかなければなり

ません。「日本の急激な人口減少」という世界に前例の

ない時代を切り拓いていかなければなりません。同じ悩

みを持つ先人の日南町です。先を見据え先頭に立って邁

進していきます。

（令和元年９月16日～令和元年10月15日受付分）

令和元年10月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 2,018 （−  1）  ■人 口  4,524 （− 8）
■    男 2,128 （± 0）  ■　  女  2,396 （− 8）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

山　形　穰　一　　 83歳　　　 豊　栄

佐　伯　美惠子　　 91歳　　　 笠　木

坂　本　清　春　　 79歳　　　 上石見

田　邊　武　利　　 99歳　　　 花　口

大　塚　克　美　　 85歳　　　下阿毘縁

氏　　名　　       　     届  出  人　　　      住　所 
ご誕生おめでとうございます

ゆう　　 た

中　村　祐　太　　祥太郎　　　  霞
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　香茸ドレッシングは、道の駅の開店と同時に誕生した「日南もんドレ」

シリーズの一つで、道の駅のオープンに向けたセミナーがきっかけで出来た商品です。石倉さん

が、セミナーに参加した際に「人は違う、他にはないもの」が作れないか考えたときに、香茸を

ドレッシングにすることを思いつき商品化されました。

　使用する香茸は、地元で採れたものでまだ若くしっかりとした香茸だけで、乾燥させ天日干し

をして香りが引き立たせてあります。この香茸の香りはドレッシングにもしっかり残っています。

　おすすめの食べ方は、小皿に出してスプーンですくいご飯にかけて食べるというシンプルなも

のですが、香茸の香りをしっかりと味わえます。ローストビーフやパスタソースとも相性がよく、

食べるドレッシングともいえます。石倉さんのこだわりと自信の詰まった香茸ドレッシングをご

家庭にひとついかがですか。

石倉  和恵さん

香茸ドレッシング「旬の香茸が香る」
日南町特産品

道の駅「にちなん日野川の郷」  TEL 8２－1707問

町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　山地の草原に生育する多年生草本。茎は直
立し、高さは50-100cm。花期は8-9月で、上
部の葉腋に数個ずつ紅紫色の花をつける。
　県内では自生地が少なく、孤立している。
ササの繁茂などの影響で個体数は減少傾向。

キセワタ（シソ科)

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)　国絶滅危惧Ⅱ類(VU)

投
稿
者
：
自
称
日
南
町
P
R
大
使

時
期
：
10
月
１
日

撮
影
場
所
：
日
南
町
内

『
柿
の
信
号
』

柿
の
色
合
い
が
信
号
に
見
え
ま
せ
ん
か
？

今月の 1枚 Vol.29

「
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
」

「
じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
大
好
き
」

　最近、つかまり立ちをし、階段を登る
ようになったり、バイバイができるよう
になったり、成長を感じます。
　絵本が好きで、自分で本棚から絵本を
出して読んでいたのにはビックリ！じぃ
じとばぁばと遊ぶのも大好きです。
「笑顔の可愛い、優しい子に育って欲し
いな」とお母さん。

（父）真也さん　（母）珠絵さん
平成30年7月23日生まれ平成30年７月11日生まれ 平成30年7月23日生まれ

岩田　みと さん【 阿毘縁 】岩田　みと さん【 阿毘縁 】

　最近、手づかみ食べが上手になって食べっ
ぷりがよくなりました。
　お兄ちゃんたちと遊ぶのが大好きで、追い
かけられると嬉しそうに逃げています。はい
はいのスピードが速くなっているのには驚き
ました。できることが増えて、成長を感じます｡
「兄弟仲良く、のびのび育って欲しいな」と
お母さん。

平成30年７月11日生まれ
　（父）大輔さん　（母）優子さん

えにしふるがいち

古垣内　縁 くん【 霞 】
えにしふるがいち

古垣内　縁 くん【 霞 】

いしくら かずえ


